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　昨年試験をして今年から全量切り替えた。昨年は、
同一ハウスで試験したため試験区の生育が遅かった。
　もう少し丈が欲しかったが、まずまずの苗を作るこ
とができた。しかしながら箱下とラブシートの間に根
が絡まっていたため苗を箱から出しにくく、普段あま
り使わない根切り板で箱内から根を切って田植えをし
た。
　根を切り過ぎたためか本田移植してからの活着が
遅れ、その遅れを取り戻すことができなかった。
　生育も遅れ、茎数が少なかった。

　杉山さんは、発芽器を使い芽だししてからハウスに
並べるので、ロックウールマットに切り替えるリスクは
少ないと感じていた。生育が遅れる結果となり原因追
究したものの判然としなかった。昨年との違いはロッ
クウールしかなく、製品不良とは言わないが原因があ
ると考える。原因追究ができるまで推進できない。

　改良して欲しい。

クミアイこめパワーマット（寒冷地用）　100ケース（2,500枚）

水稲

（１）作業性について（慣行品との比較）
　育苗箱に新聞紙を入れる手間や土詰め作業が無く
なり作業時間が短縮される。
　苗箱が軽くなり作業が楽になった。
　1ケース25枚単位で必要な枚数を注文でき、わかり
やすい。

（2）作物の生育状況または、収穫への影響
　生育はもう少し徒長してほしかったがまずまずの苗
を作ることが出来た。
　比較のため少し土苗も作ったが、土苗の方が生育が
早かった。
　田植えの際に気づいたが根が箱下に絡まっており、
根切り板を使って切って田植えをしたところ本田での
活着が遅れた。
　活着の遅れは取り戻すことができず茎数が少な
かった。10日以上の遅れが発生した。

（３）栽培管理上の優位点あるいは問題点について
〔優位点〕：作業時間の短縮されるとともに苗箱が軽

くなり作業が楽になる。
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水稲育苗用ロックウールマットの効果確認試験

水稲育苗用ロックウールマットの
効果確認試験


